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職員の定年延長について 
職員課より、「職員の定年延長について」説明会がありました。疑問・質問があれば組合に

改正内容（国からの通知） 

①  現在 60 歳の定年が、令和５年度から２年に１歳ずつ引き上げられ、令和１３年度か

らは、６５歳になるとされています。 
②  60 歳での役職定年制（管理監督職勤務上限年齢制）が導入される予定です。 
③  60 歳になった職員の給料は、次年度以降、それまでの７割になるとされています。 
④  60 歳以降に一旦退職し、週３日の短時間勤務ができる「定年前再任用短時間勤務制」

が導入されます。 

生年月日         年度 R４ R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 
S37．4．2 ～ 38．4．1 60 歳

定年 
          

S38．4．2 ～ 39．4．1 59 歳 60 歳 61 歳

定年 
        

S39．4．2 ～ 40．4．1 58 歳 59 歳 60 歳 61 歳 62 歳

定年 
      

S40．4．2 ～ 41．4．1 57 歳 58 歳 59 歳 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳

定年 
    

S41．4．2 ～ 42．4．1 56 歳 57 歳 58 歳 59 歳 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳 64 歳

定年 
  

S42．4．2 ～ 43．4．1 55 歳 56 歳 57 歳 58 歳 59 歳 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳 64 歳 65 歳 
定年 

② 管理職につく職員を 60 歳までとする役職定年制が導入され、60 歳の時に 6 級以上の職員は、次年度

から非管理職に降任するとされています。 

③ 60 歳になった次の年度以降の給料について 

 60 歳になった次の年度の給料月額は、60 歳でもらっていた給料の 7 割になるとされています。 

  勤続 35 年以上の方については、退職金の支給率が変わらないので、60 歳でも 65 歳でも、退職金は同

じ金額となります。但し、60 歳で勤続 35 年に達していない場合は、7 割になった給料月額に 60 歳超の勤

続年数に応じた支給率がプラスされます。 

④ 再任用制度について 

 現在（定年 60 歳）：60 歳定年後、１年ごとの任期で 65 歳まで再任用として勤務。週 5 日フルタイムと週 3

日短時間が選べ、給料については、それぞれが決まった額となっています。（フル→短○、短→フル×） 

 段階的な定年引き上げ期間（定年 61～65 歳）：段階的な定年後は、今と同じようにフルタイム・短時間再

任用ができます。定年後は、現在の再任用と同じ、フルタイム・短時間の再任用と定額の月給となります。 

 段階的な定年引き上げ期間（６１歳～６４歳）：定年退職後、６５歳まで再任用フルタイムまたは週 3 日の勤

務ができます。（現在と同じ） 

 「定年前再任用短時間勤務制度」：段階的な定年引き上げ期間又は、定年引き上げ完了後（定年65歳）：

60 歳以降に一旦退職した後は、定年までを任期として週 3 日の短時間勤務ができる予定。６５歳定年退

職になった後は、現在と同じ再任用制度は無くなる予定です。 

①  


